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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 対象とした全ての作品について、主人公の〈心〉と〈外部〉を中心に据えて、個々の作品における主人公が、病、
死、「住みつく」家がないという「運命」、社会に受け入れられないこと、性の不幸といった問題などに悩まされてい
ながら、〈脱出
、、
〉することによって〈心〉の落ち着きを追求することが描かれる構図が類似していることを指摘した
ことは、梶井の作品世界を作家論的なものを切り離しつつも、全体的に統一的視点を与えたことで、従来の梶井基次
郎研究に新たな視界を提供したものと高く評価することが出来る。第一章の分析は、そのような視点が効果的であり、
成功しているということが出来る。通説を覆すものとしての価値は十分に認められる。第二章の全編を貫くものを見
出そうとする姿勢も、それまでの枠組みを破るものとして、意欲的であり、積極的に評価すべきであろう。第三章で
も、複雑な構成について、独自の把握の仕方を試み、新しい問題点を提起するに至っているといえよう。 
 第四章の「窓」に集中した考察も、既成の達成を大きく超える、刺激的な試みと評価できる。このテーマは梶井以
外のものにも広げることの可能性を感じさせるものである。第五章は、〈心〉と〈外部〉という視点で分析すること
そのものが、斬新なものと言えよう。 
 一方で、例えば第一章の、これから小説を書こうとする地点に立っているという把握には、充分な掘り下げがなく、
むしろ危うさを否定しきれない。また、論の展開において、第三章以降は、すんなりと読みやすいものとはとうてい
言えない。 
 第五章で、「のんきな患者」を取り上げたことは、一定の必然性はうかがえるものの、やはり他の作品との異質性
が色濃く残ってしまうことも否めない。 
 また、全体的に作家論的なものに囚われないという姿勢の繰り返しての強調は、必ずしもそれ自体は新しい視点で
はなく、くどきに過ぎるといわざるを得ない。 
 このように、様々な問題点も残しているが、今後の発展を期待させるものであり、博士（文学）の学位を授与する
に相応しいものと認定する。 
